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宇宙プラズマ関連の現在の将来構想は、Geotailの成功経験、「のぞみ」での検討経験、BepiColomboでの欧州との共同
計画運営経験、の３つをベースに、積み上げられてきたものである。ミッション案構築の端緒においては、Geotailでの
成功で自身を得た若手による手弁当の勉強会がコアとなった。また、ある程度成熟した段階で ISASのWGという形を
得て活動をしてきている。その一方で、これらの構想も、着想時から５?１０年を経つつあり、本質的な部分の価値は失
われていないものの、宇宙科学を取りまく状況の変化にも対応して、実装に関しては再検討を行うことも必要な段階に
来ている。また、若手による新たな構想構築活動が活発化することも望まれている。
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